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 ○ 今後の課題・方向性                     

 

１）住民が話し合って景観づくりに取り組む仕組みづくり 

・住民同士が話し合って地域で建物の形、色彩、素材などに独自のルールを設けたり、共同で花を植えたり、

コモンスペースを設けたりすることで、より魅力的な町としていくことが可能です。 

・希望する人たちに対しては町並み形成や庭づくり・緑化などのアドバイスをするような仕組みについて検

討します。 

 

２）民間の景観づくりを支援する仕組みづくり 

・町並みづくりのための助成や、庭づくり・緑化のための方法について検討します。 

 

３）公共空間の計画についての最終的なデザインのチェック体制 

・国、県、市が独自に事業を推進する中で、情報を共有し、町の要望を国、県に伝えたり、場合によっては

調整をしたりする場が設ける必要があります。 

・また、最終的なデザインについて、問題はないか関係者で確認をする場が必要です。 

 

４）ガイドラインの広報・普及 

・普及用のパンフレットを作成して、住民を始め、建築設計に関わる人、住宅メーカーなどの業者、周辺の

造園事業者などにガイドラインの存在を知ってもらい、普及に努めます。 
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■写真提供 
頁 写真の内容 写真提供者 

4 切妻屋根（左）（大槌町末広町商店街） (株)邑計画事務所 

4 切妻屋根（右）（大槌町末広町商店街） 大槌チャンネル HP 

９ 条例制定後のまち並み景観（山形県金山町） 住吉洋二氏（東京都市大学名誉教授） 

13 オープンガーデン（大槌町浪板）2枚 ベルガーディア鯨山 HP 

19 震災前の水舟（大槌町安渡） 森誠一氏（岐阜経済大学教授） 

21 引田ひな祭り（香川県東かがわ市） NPO 法人東かがわ市ニューツーリズム協会 

21 もみじ灯籠祭り（東京都日野市） 日野市観光協会 HP 

22 道路と沿道敷地とを一体的に計画（山形県金山町） 中井祐氏（東京大学教授） 

23 路肩のペイント（東京都青梅市） (有)小野寺康都市設計事務所 

23 暖かみのある洗出し舗装（福井県勝山市） (有)小野寺康都市設計事務所 

23 シンプルな防護柵 2 枚 (有)小野寺康都市設計事務所 

25 三陸沿岸道路の景観整備（大槌町） 国土交通省南三陸国道事務所 

27 ハマギク植栽祭り（宮城県七ヶ浜町） 宮城県復興応援ブログ ココロ♡プレス HP 

29 掘り込みの公園（福井県勝山市） (有)小野寺康都市設計事務所 

30 震災モニュメント（兵庫県神戸市） 協働と参画のプラットフォームHP 

30 震災慰霊碑ろうそく法要（兵庫県神戸市） 震災発HP 

31 Yesterscape（兵庫県神戸市） 神戸新聞 

31 城山展望台〔震災前〕（大槌町） 大槌チャンネル HP 

31 旭通り〔震災前後〕（大槌町）2枚 大槌チャンネル HP 

※HP：ホームページ 

※特に断りのない写真は町が版権を持っているもの 
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■大槌町景観形成ガイドライン検討会 委員名簿 

    

選出区分 役職 氏名 所属団体等 

学識経験者 会長 中井 祐 東京大学大学院 工学系研究科 教授 

学識経験者 副会長 堀 繁 東京大学 アジア生物資源環境研究センター 教授 

学識経験者 委員 川村 久子 Color Studio 川村工房（色彩心理士） 

岩手県 委員 
田村 荘弥 岩手県 県土整備部 都市計画課 まちづくり課長（平成 26 年度） 

和村 一彦 岩手県 県土整備部 都市計画課 まちづくり課長（平成 27 年度） 

関係団体等 委員 岩間 妙子 (社)岩手県建築士事務所協会 釜石支部 

関係団体等 委員 岩間 公人 (社)岩手県建設業協会 釜石支部 

関係団体等 委員 菊池 良一 大槌商工会 会長 

町議会議員 委員 岩崎 松生 大槌町議会 議員 

町議会議員 委員 小松 則明 大槌町議会 議員 

大槌町 委員 大水 敏弘 副町長 

 

 

 

■経緯 

平成 27年１月２３日 大槌町景観形成ガイドライン検討会（第１回） 

平成 27年２月２３日 大槌町景観形成事業調整会議〔国・県・町の調整会議〕 

平成 27年３月 ９日 みんなで考える大槌の景観 

平成 27年３月１７日 コミュニティ協議会 

平成 27年４月２２日 大槌町景観形成ガイドライン検討会（第２回） 

 

 

■作成〔事務局〕 

平成 27年６月 

大槌町復興局都市整備課企画推進班 

住所：岩手県上閉伊郡大槌町上町１番３号 

電話：0193-42-2111（代表） 


